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	大項目
	Ｗｅｂ全般

	小項目
	インターネットショッピング（計画的な利用）

	タイトル
	買ってもいいのかな

	主な対象
	小学校高学年（４～６年）

	ね ら い
	インターネットショッピングは便利に見えるが，危険性も多く，被害に遭う可能性も高いため，必ず保護者の監督下で行うことの重要性を理解し，気をつけてネットワークを利用しようとする態度を育てる。

	作成の意図
	ネットワーク上には，いつでも，好きなものを安く手に入れることのできるインターネットショッピングサイトが数多くあり，便利に使うことができる。　

しかし，相手が信頼できるかどうかを判断するのは難しく，詐欺被害が多発しており，社会問題になっている。
　そこで，このコンテンツを利用して、子どもたちにインターネットショッピングの便利さと同時に，被害の実態などを知らせるとともに，少しでも被害に会わないためにも，保護者の判断に従うことが重要であることを理解させたい。

	指導内容
	・　インターネットでの買い物は,必ず保護者と一緒に行うこと。
・　住所やクレジットカード番号などの個人情報が漏れた場合，甚大な被害を受ける可能性があるので，保護者の判断のもとで行わなければならないこと。

	展　開
	1 　インターネットショッピングの例を知らせ，便利さについて知らせる。
2 　1枚目の絵を見せ、ショッピングサイトで自分の欲しい商品が安く売られている場合，自分のお小遣いで購入するかを子どもに問いかける。
3 　2枚目を見せ,ショッピングサイトの手続きの様子を知らせるとともに,信頼性についても考えさせる。

4 　3枚目の絵を見せ，お金を払ったのに商品が送られてこない被害例を知らせる。
5 　4枚目の絵を見せ，インターネットショッピングの被害について紹介する。特に住所やクレジットカード番号が漏洩し，被害が発生していることを説明する。

インターネットショッピングを利用する際は、保護者のもとで，一緒に利用することが大切であることを理解させる。




















